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１．はじめに（学校の再編整備に向けて） 

  日本社会は少子高齢化が進行することで，人口構造がますます歪（いびつ）になるとともに，社会の活力が失われていくことが非常に危

惧されているのが現状である。本市の学校現場においても児童生徒数の減少傾向に歯止めがかからず，市立学校の統計では，小学校児童は

昭和 33 年の 9,793 人から平成 19 年の 2,622 人へ，半世紀の間に 73.2％も減少した。また中学校生徒も同様に，昭和 37 年の 5,205 人から

平成 19 年の 1,303 人へ 75.0％減少した。 
  その間，学校の統廃合は昭和３８年に旧の林田中学校・加茂中学校・府中中学校・王越中学校・松山中学校の５校が白峰中学校として，

また昭和５０年には旧の川津中学校と坂出中学校が新しく坂出中学校として統合されてきた経緯がある。 
  その後においても少子化傾向に歯止めがかからず，平成１２年度から与島小学校，平成１３年度から与島幼稚園，平成１４年度から与島

中学校がそれぞれ休校・休園となり，さらに平成１７年度から沙弥小学校，平成１８年度から沙弥中学校が休校となったところである。 
  休校・休園となった学校・園は，児童生徒数の減少に伴い，学級運営，部活動，運動会等学校運営に支障が生じ始め，教職員や保護者な

どの危機感が募るなか，また，地域住民の学校に対する深い愛着を残しながら，休校・休園のやむなきに至ったというのが実情である。 
  その他の学校においても子どもの数が減少し，当分の間は休校・休園せずとも何とか存続できるとはいえ，学校運営はもとより，スポー

ツ少年団等の活動にも支障が生じ始めているのが実情である。また，校舎の多くは改築時期が迫っていること，加えて東南海･南海地震に備

える耐震補強工事の促進が急務となっている状況にある。 
教育委員会としては，現状のまま手をこまねいていることは許されず，早急に本市の適正な学校規模のあり方を研究し，学校再編と耐震

化促進を図るため，概ね２０年先を見越した中期（５年）・長期（１０年）の段階的な実施計画（学校再編整備プラン（仮称））を策定して

いく必要がある。 
 

 
学校の再編（学校規模の最適化）整備に向けた考察は，国・県の考え方を踏まえ，人口推移の

動向を予測したうえで，効率的かつ特別支援教育に対応可能なハード面の整備と，教育効果が上

げられるソフト面の施策の両面を織り込んだ，本市にとって望ましい教育環境の将来像を描くも

のとする。 
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２．学校規模の最適化（統廃合）に関する国等の考え方 

 (1) 統廃合に関係する法律及び通達 

   小中学校の設置は，学校を設置する市区町村の判断に基づいて行われるものであり，それぞれの地域の実情に応じて適切に行われるこ

ととされている。 
   他方，国においては，教育の機会均等などを達成するために，法令で市区町村の設置義務を課し（学校教育法第 29条），また学級規模
の適正化のために教職員定数の標準を示している（公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律）。 
   さらに，昭和３１年文部次官通達では，中央教育審議会の答申を踏まえ，学校統廃合の基本方針やその場合の規模（※１）などが示さ

れ，積極的計画的な学校統合の推進が図られた。その後，昭和４８年通達では，無理な統合で紛争や著しい通学困難が生じないように，

児童生徒や学校，地域の実情に合わせるよう修正（※２）がなされた。 
 
  ※１ 児童生徒の通学距離は，通常の場合，小学校児童にあっては「４キロメートル」，中学校生徒にあっては「６キロメートル」を最

高限度とすることが適当である。 
  ※２ ①教育の効果を考慮し，地域の実情に即して実施すること。 
     ②将来の児童生徒数の増減を考慮して計画的に実施すること。 
     ③住民に対する啓発について特に意を用いること。 
 
 (2) 統廃合を考える上での国の動向と市教委の考え方 

   上記※(1) の昭和３１年通達から既に半世紀が経過しており，この間，社会情勢や学校の役割・機能等も変化していると考えられる。
また平成の大合併が進んでいる中で，過去の通達にも示されている「学校規模」，「通学距離」，「地域の文化拠点」の３つのポイントをも

とに今後の学校のあり方を模索するため，文部科学省は現在，「新教育システム開発プログラム」（調査研究事業）で学校規模適正化の研

究を進めている。 
      その研究の中で，戦後，大規模校の割合が減り，６～１１学級の小規模校が増えている。人口密度の高い都市部では，学校規模は大き

く通学距離が短くなるのに対し，過疎部では，校区の範囲は広がって通学距離が長くなる傾向がある。また，校舎の老朽化・耐震化・施

設整備の問題も生じているほか，近年，習熟度別指導や少人数教育，小中連携・一貫教育など指導形態も多様化しており，学校規模と相

互に関連し合うことが予想される。さらに，通学条件が厳しい山間部の学校同士の交流学習，利用しなくなった学校施設の転用など様々

な課題もある，と分析されている。 
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   坂出市教育委員会としては，学校統廃合の目的は，子どもの発達状況や教育効果を第一に考えて，最適規模の学習集団を編制し，学校

が学校として最適な状態で機能を発揮できる教育環境を作り出すことを第一義的な目的と捉えている。 
 
 (3) 学校規模・学級規模について 
  ① 学校の規模 

学校規模については，学校教育法施行規則第 17条において，「１２学級以上１８学級以下を標準とする。ただし，地域の実態その他
により特別の事情のあるときは，この限りでない。」とされ，中学校も同規則第 55条において，小学校の規定を準用することとされて
いる。 
また，昭和５９年文部省助成課の資料「これからの学校施設づくり」には，次のように学級数による学校規模の分類が示されている。 
 

  学校統合の 
学校規模 過少規模 小規模 

適正規模 

場合の適正規模 
大規模 過大規模 

学級数 １～５ ６～１１ １２～１８ １９～２４ ２５～３０ ３１以上 

 
    

  ② 学級の規模 
    １学級の規模は，香川県の現行の学級編制基準は，国が定めた学級編制基準と同じ「４０人」である。 
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３．本市の児童生徒数の推移について 

                           （学校基本調査 各年５月１日現在）（単位 人） 
 小学校 増減% 中学校 増減% 幼稚園 増減% 

昭和４０年 ５，３０１  ３，３８８  １，２６０  
昭和４５年 ５，００２ △5.6 ２，３０７ △31.9 １，３８７ 10.1 
昭和５０年 ５，１７９ 3.5 ２，１３７ △7.4 １，７１５ 23.6 
昭和５５年 ６，０１６ 16.2 ２，３００ 7.6 １，７０２ △0.8 
昭和６０年 ５，５８４ △7.2 ２，８４９ 23.9 １，１９０ △30.1 
平成 ２年 ４，２９９ △23.0 ２，５２６ △11.3 ８２８ △30.4 
平成 ７年 ３，５２４ △18.0 １，９６３ △22.3 ４６０ △44.4 
平成１２年 ２，９３６ △16.7 １，６４８ △16.0 ３９３ △14.6 
平成１７年 ２，６８３ △8.6 １，３７０ △16.9 ４３４ 10.4 
平成１８年 ２，６８６ 0.1 １，３０４ △4.8 ４２１ △3.0 
平成１９年 ２，６２２ △2.38 １，３０３ △0.1 ４３７ 3.8 
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児童生徒数の推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

Ｓ
４
０

Ｓ
４
１

Ｓ
４
２

Ｓ
４
３

Ｓ
４
４

Ｓ
４
５

Ｓ
４
６

Ｓ
４
７

Ｓ
４
８

Ｓ
４
９

Ｓ
５
０

Ｓ
５
１

Ｓ
５
２

Ｓ
５
３

Ｓ
５
４

Ｓ
５
５

Ｓ
５
６

Ｓ
５
７

Ｓ
５
８

Ｓ
５
９

Ｓ
６
０

Ｓ
６
１

Ｓ
６
２

Ｓ
６
３

Ｈ
０
１

Ｈ
０
２

Ｈ
０
３

Ｈ
０
４

Ｈ
０
５

Ｈ
０
６

Ｈ
０
７

Ｈ
０
８

Ｈ
０
９

Ｈ
１
０

Ｈ
１
１

Ｈ
１
２

Ｈ
１
３

Ｈ
１
４

Ｈ
１
５

Ｈ
１
６

Ｈ
１
７

Ｈ
１
８

Ｈ
１
９

小学校

中学校

幼稚園

 
       ※昭和４０年～平成１９年までの４２年間の推移 
 
 
 
 



6 

４．児童生徒数の最近１０年間の動向 

（１）小学校 

   学校の適正規模は前述のとおり「１２～１８学級」が標準であり，１学年２学級以上，全（６）学年で１２学級以上であり，上限は平

均的には１学年３学級までとなる。 

   平成１９年５月１日時点の各校における児童数及び学級数を見たとき，適正規模校は３校（東部小・林田小・川津小）のみであり，７

校（西部小・中央小・金山小・西庄小・加茂小・府中小・松山小）が小規模校，４校（王越小・瀬居小・岩黒小・櫃石小）が過少規模校

となっている。 

   最近１０年間の児童数の推移を見ると， 

（学校基本調査各年５月１日現在 単位；人 休校除く） 

 西部小 中央小 東部小 金山小 西庄小 林田小 加茂小 府中小 川津小 松山小 王越小 瀬居小 岩黒小 櫃石小 計 

Ｈ ９ 347 331 579 276 105 383 213 301 332 274 68 52 7 12 3,280 

Ｈ１９ 267 258 450 210 82 345 191 281 286 175 25 31 9 12 2,622 

差引 -80 -73 -129 -66 -23 -38 -22 -20 -46 -99 -43 -21 2 0 -658 

減少率 23.1% 22.1% 22.3% 23.9% 21.9% 9.9% 10.3% 7.6% 6.6% 36.1% 63.2% 40.4% -28.6% 0.0% 20.1% 

１０ １０ １３ ７ ６ １２ ７ １１ １２ ６ ４ ５ ３ ３ １０９ 19 年通

常学級 小 小 適正 小 小 適正 小 小 適正 小 過少 過少 過少 過少  

この１０年間では，全体で平均２０％の減少がある中で，特に王越小，瀬居小及び松山小が大きく減少している。旧市街の小学校は概

ね平均レベルの減少で，旧市街周辺の小学校は，一部（松山等）を除いて，減少率はやや少なめに推移している。島嶼部の岩黒及び櫃石

は平成になってからはほぼ横ばい状態で維持している。 

 

 

（２）中学校 

   学校の適正規模は小学校の場合と同様，「１２～１８学級」が標準であり，１学年４学級以上，全（３）学年で１２学級以上であり，上

限は平均的には１学年６学級までとなる。 

   平成１９年５月１日時点の各校における生徒数及び学級数を見たとき，適正規模校は２校（坂出中・白峰中）のみであり，１校（東部
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中）が小規模校，３校（瀬居中・岩黒中・櫃石中）が過少規模校となっている。 

   最近１０年間の生徒数の推移を見ると， 

（学校基本調査各年５月１日現在 単位；人 休校除く） 

 坂出中 東部中 白峰中 瀬居中 岩黒中 櫃石中 計 

Ｈ ９ ６３８ ３２８ ７５１ ３９ ３ ６ １，７６５ 

Ｈ１９ ４７６ ２９４ ５０６ ２０ ２ ５ １，３０３ 

差引 －１６２ －３４ －２４５ －１９ －１ －１ －４６２ 

減少率 25.4％ 10.4％ 32.6％ 48.7％ 33.3％ 16.7％ 26.2％ 

19 年通常学級 １３ ９ １４ ３ １ ２ ４２ 

規模 適正規模 小規模 適正規模 過少規模 過少規模 過少規模  

この１０年間では，全体で平均約２６％の減少がある中で，瀬居中が大きな減少率を示している。坂出中は平均レベルの減少，東部中

は最も減少率が低く，白峰中は平均よりやや高めで減少している。島嶼部の岩黒中及び櫃石中はいずれも生徒数が少ないため，年度（学

年）によって減少率の変動幅が大きい。しかしながら長いスパンの中では着実に減少に向かっている。 

 

※公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律第３条（学級編制の標準） 
学校の種類 学級編制の区分 一学級の児童の数 

同学年の児童で編制する学級 ４０人 
二の学年の児童で編制する学級 １６人（第一学年の児童を含む学級にあっては，８人） 

小学校 
学校教育法第７５条第２項及び第３項に規定

する特別支援学級 
８人 

同学年の生徒で編制する学級 ４０人 
二の学年の生徒で編制する学級 ８人 

中学校 
学校教育法第７５条第２項及び第３項に規定

する特別支援学級 
８人 
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５．他市の参考事例（四国内） 

 
別 都市名 内   容 特記事項など 
高松市 ・小中学校適正配置等審議会で約２年間審議。→中心部３小学校と２中学校の統合と，３小

学校の統合→審議会答申後，学校関係者・ＰＴＡ・連合自治会等への説明会開催し，保護者

や住民への説明。 

・地域と共につくる学校をテーマに「新しい学校づくり協議会」を立ち上げ，地域と十分協

議し，それぞれＨ２１年度，２２年度開校を目指している。 

（※開校時期が遅れる可能性あり） 

新設統合第一小・中

学校と，新設統合第

二小学校（いずれも

仮称） 

さぬき市 １８年度に学校再編計画検討委員会（委員長；妻鳥香大名誉教授）を設置・検討し，H１９

年３月末に報告書がまとまった。これを受け４月２５日，市教委が再編計画案を策定した。

２６日には計画案を公表し，パブリックコメントを募集。６月２９日から７月１１日にかけ

て，市内６地域で説明会を開催し意見を聴取。各地域ごとに学校関係者や自治会を含めた「地

域協議会」を作り，具体的な取組みを協議していく。 

今後９年間で，中学

校を６→４校，小学

校１４と幼稚園１２

は６校園に再編 

香

川

県 

東かがわ市 １７年度に学校施設整備構想作成→１中学校区に１小学校体制とする整備計画を立案し，段

階的な統合を目指す。現在，引田地区で「ひけたの新しい学校づくり協議会」で検討協議，

本年３月答申。引田地区の２小学校を統合し中学校と併設する。県立高校跡地に H２３年度

開校予定とした。 

町合併後の再編 

徳島市 小規模校園の対策について，基本方針を H２０年度末までに策定予定  
徳

島

県 

鳴門市 ・教育振興計画策定に向け，基本構想を H１８.３策定，基本計画を H１９.１策定。現在１

７校区で地域説明会を開催し，学校・園の適正規模・適正配置の説明，意見集約中。H１９

年度中に実施計画策定予定 
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高知市 ・H７.５，小中学校規模問題検討委員会発足，H９.３報告書。これを基に過大規模校の施設

整備の改善が図られたが，中心部の小規模校の統廃合に対する合意形成に至らず。 

・H１２年度に通学区域・学級規模問題検討委員会を設置し，学校規模の適正化，校区の在

り方，学校選択制度，校区外通学許可制度の検討→中心部 4校の特認校制度（自由選択）の

試行６年が経過，児童満杯の学校とそうでない学校の格差が歴然とし問題化。 

・中心部の小学校を統合し移転後の学校用地に公共施設を移転することで市街地の活性化

（※）を図る方向で，庁内組織の中心市街地活性化準備室を設置。教委内でも学校規模問題

検討委員会を組織。 

（※）地域の同意が

得られにくいことか

ら，学校規模適正化

とは異なった観点

（中心市街地・商店

街再生の意味合い）

を加えた。 

室戸市 議会の行革特別委員会の報告を受け，H１７.５，小中学校統廃合検討委員会（学校関係者・

PTA・地区長・学識経験者・行政の 22 人）を設置，H18.3 答申。統廃合実施計画書を作成し，

３年かけて説明会開催する。 

議会での検討結果を

踏まえた進め方 

安芸市 H１７，学校規模適正化検討委員会を組織→小学校２校と中学校１校の廃止を提言。地元の

反対がある場合は，耐震化等の大規模改修は先送りする対応をとっている。 

同意得られない学校

の耐震化を先送り 

高 
知

県 

土佐市 都市計画マスタープランを受け，都市整備政策調整会議で土地利用・産業・教育・防災等の

幅広い観点で検討中。地域の意識や通学事情から統廃合が非常に困難だが，検討していく。 

幅広い観点での計画

作り 

大洲市 学校統廃合検討委員会を設置し，H19.2.22 初会合，今後１年間かけて結論を出す。 

統廃合に併せて学校建物の改修計画を策定する。 

 愛

媛

県 四国中央市 学校施設マスタープラン作成中。旧新宮村の小学校２校を統合し，中学校校舎を使用して小
中一貫校開設予定（１９年度）。 

市町合併による事情 

 





＜資料＞ 
 
昭和５０年以降の児童生徒数の推移 

 

・ 小学校児童の推移（全体） 
・ 中学校生徒の推移（全体） 
・ 学校ごとの推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



小学校児童の推移(全体）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

人

西部小 中央小 東部小

金山小 西庄小 林田小

加茂小 府中小 川津小

松山小 王越小 瀬居小

岩黒小 櫃石小

 
 
 
 
 
 
 



中学校生徒の推移（全体）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

Ｓ５０ Ｓ５１ Ｓ５２ Ｓ５３ Ｓ５４ Ｓ５５ Ｓ５６ Ｓ５７ Ｓ５８ Ｓ５９ Ｓ６０ Ｓ６１ Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ元 Ｈ０２ Ｈ０３ Ｈ０４ Ｈ０５ Ｈ０６ Ｈ０７ Ｈ０８ Ｈ０９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

人

坂出中 東部中

白峰中 瀬居中

岩黒中 櫃石中

 
 
 
 
 
 
 



西部小学校の児童数の変化

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

人

児童数 783 792 817 840 875 849 854 852 824 775 722 656 624 575 537 515 479 463 406 398 378 351 347 314 315 309 285 292 299 284 277 268 267

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 

中央小学校の児童数の変化

200

250

300

350

400

450

500

550

600

人

児童数 560 555 541 532 557 566 558 532 527 509 466 430 400 390 371 358 355 379 357 343 328 338 331 304 298 277 279 297 286 288 286 269 257

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 



東部小学校の児童数の変化

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

人

児童数 827 853 892 884 936 949 982 933 916 887 866 828 773 751 698 670 629 614 597 628 612 577 579 541 548 511 504 506 474 477 471 471 450

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 

金山小学校の児童数の変化

200

250

300

350

400

450

500

550

人

児童数 360 386 412 444 467 478 491 515 528 520 521 469 447 420 374 351 317 303 290 281 290 279 276 283 277 273 278 262 260 252 241 235 210

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 



西庄小学校の児童数の変化

50

70

90

110

130

150

170

190

210

230

250

人

児童数 190 199 207 234 230 242 237 241 226 223 221 199 172 164 165 162 144 148 149 130 117 107 105 93 99 94 91 85 80 88 77 91 82

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 

林田小学校の児童数の変化

200

300

400

500

600

700

800

人

児童数 518 555 590 598 684 720 743 753 744 748 685 673 620 577 540 501 487 457 442 409 406 392 383 378 369 344 318 314 301 297 307 334 345

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 



加茂小学校の児童数の変化

150

200

250

300

350

400

人

児童数 319 349 330 352 346 346 345 344 342 336 357 341 328 331 324 318 311 301 278 256 239 225 213 217 204 203 198 192 190 184 199 200 191

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 

府中小学校の児童数の変化

250

300

350

400

450

500

人

児童数 350 380 383 433 451 453 444 436 458 435 432 422 421 398 381 360 342 321 312 321 309 304 301 294 280 283 284 274 273 273 279 278 281

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 



川津小学校の児童数の変化

250

300

350

400

450

500

550

600

650

700

人

児童数 581 577 602 621 654 651 635 649 648 603 580 556 535 494 468 463 425 401 373 383 353 335 332 307 323 303 304 304 292 286 276 277 286

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 

松山小学校の児童数の変化

150

200

250

300

350

400

450

500

人

児童数 320 323 323 355 390 412 434 446 462 420 409 390 366 358 337 336 336 339 330 316 318 302 274 243 238 221 197 188 180 175 171 169 175

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 



王越小学校の児童数の変化

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

人

児童数 123 124 127 128 139 143 157 156 149 153 143 144 135 133 124 118 110 100 92 85 78 70 68 71 65 58 57 54 42 40 40 32 25

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 

瀬居小学校の児童数の変化

20

40

60

80

100

120

140

人

児童数 126 124 117 126 119 118 111 114 120 107 97 96 98 94 89 95 92 86 81 67 58 57 52 51 46 44 45 43 38 38 40 44 31

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 



岩黒小学校の児童数の変化

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

人

児童数 9 9 7 8 9 11 12 14 16 12 12 13 11 10 8 9 8 7 7 7 9 7 7 7 4 6 3 6 7 8 9 7 9

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 

櫃石小学校の児童数の変化

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

人

児童数 32 34 28 30 34 33 37 39 40 35 36 33 26 21 15 15 11 11 10 13 13 12 12 10 9 6 7 8 8 11 10 11 12

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 



坂出中学校の生徒数の推移

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

人

生徒数 866 912 927 935 881 940 949 970 970 1,041 1,107 1,147 1,085 1,020 968 913 865 776 740 695 699 659 638 613 559 569 537 520 484 451 475 476 476

Ｓ５０ Ｓ５１ Ｓ５２ Ｓ５３ Ｓ５４ Ｓ５５ Ｓ５６ Ｓ５７ Ｓ５８ Ｓ５９ Ｓ６０ Ｓ６１ Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ元 Ｈ０２ Ｈ０３ Ｈ０４ Ｈ０５ Ｈ０６ Ｈ０７ Ｈ０８ Ｈ０９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 

東部中学校の生徒数の推移

250

300

350

400

450

500

550

600

人

生徒数 327 356 375 435 409 423 409 477 487 515 540 566 572 534 527 514 500 479 458 423 376 357 328 330 307 337 328 332 307 296 291 278 294

Ｓ５０ Ｓ５１ Ｓ５２ Ｓ５３ Ｓ５４ Ｓ５５ Ｓ５６ Ｓ５７ Ｓ５８ Ｓ５９ Ｓ６０ Ｓ６１ Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ元 Ｈ０２ Ｈ０３ Ｈ０４ Ｈ０５ Ｈ０６ Ｈ０７ Ｈ０８ Ｈ０９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 



白峰中学校の生徒数の推移

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

人

生徒数 790 767 833 804 812 827 912 979 972 1,030 1,102 1,170 1,182 1,148 1,101 1,020 980 952 921 894 821 793 751 755 731 692 668 615 607 581 577 525 506

Ｓ５０ Ｓ５１ Ｓ５２ Ｓ５３ Ｓ５４ Ｓ５５ Ｓ５６ Ｓ５７ Ｓ５８ Ｓ５９ Ｓ６０ Ｓ６１ Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ元 Ｈ０２ Ｈ０３ Ｈ０４ Ｈ０５ Ｈ０６ Ｈ０７ Ｈ０８ Ｈ０９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 

瀬居中学校の生徒数の推移

10

20

30

40

50

60

70

80

90

人

生徒数 79 80 69 63 63 63 66 64 54 55 53 58 48 45 45 45 43 42 49 50 47 45 39 35 30 31 21 24 20 26 18 20 20

Ｓ５０ Ｓ５１ Ｓ５２ Ｓ５３ Ｓ５４ Ｓ５５ Ｓ５６ Ｓ５７ Ｓ５８ Ｓ５９ Ｓ６０ Ｓ６１ Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ元 Ｈ０２ Ｈ０３ Ｈ０４ Ｈ０５ Ｈ０６ Ｈ０７ Ｈ０８ Ｈ０９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 



岩黒中学校の生徒数の推移

0

2

4

6

8

10

人

生徒数 9 7 8 5 6 3 5 4 7 5 6 4 7 7 9 5 5 4 5 4 4 4 3 4 5 6 5 2 1 1 1 3 2

Ｓ５０ Ｓ５１ Ｓ５２ Ｓ５３ Ｓ５４ Ｓ５５ Ｓ５６ Ｓ５７ Ｓ５８ Ｓ５９ Ｓ６０ Ｓ６１ Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ元 Ｈ０２ Ｈ０３ Ｈ０４ Ｈ０５ Ｈ０６ Ｈ０７ Ｈ０８ Ｈ０９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 

櫃石中学校の生徒数の推移

0

4

8

12

16

20

24

28

人

生徒数 14 16 18 18 19 15 15 16 14 16 16 19 24 20 20 13 15 12 13 6 3 2 6 9 9 9 8 5 4 2 4 2 5

Ｓ５０ Ｓ５１ Ｓ５２ Ｓ５３ Ｓ５４ Ｓ５５ Ｓ５６ Ｓ５７ Ｓ５８ Ｓ５９ Ｓ６０ Ｓ６１ Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ元 Ｈ０２ Ｈ０３ Ｈ０４ Ｈ０５ Ｈ０６ Ｈ０７ Ｈ０８ Ｈ０９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 



 

会議及び会議録の取扱いについて 

 
● 会議は，坂出市学校再編整備検討委員会設置要綱第５条第５項に基づき「非公開」

とします。したがって傍聴はできません。 
（理由）学校の統廃合問題に及ぶデリケートな議論であるため，個々の委員の

自由な発言を阻害しないように配慮する必要があります。また，議会側からも

「委員の人権について十分考慮するよう」要望を受けております。 
 
● 都合で欠席される場合の代理出席は認められません。欠席された場合は，会議当

日の配付資料と会議録の概要版を後日送付します。 
 
● 会議録は，発言の趣旨が分かる程度の要約版の作成とします。また，この要約版の

会議録には発言委員の氏名は掲載しないこととします。 
 
● 会議録の要約版が作成でき次第，学校教育課にて閲覧できるようにし，坂出市の

公式ホームページにも掲載します。但し，委員名は伏せて掲載します。（検討委員

会配付資料も基本的に公開します。） 
 
● 会議が非公開としても，各団体から推薦された委員の立場からしますと，会議の内

容を推薦母体の団体に報告，協議することが考えられますので，その場合も会議が

非公開であることの趣旨を十分に汲み取って頂き，発言委員の氏名が特定される

ことがないよう徹底した配慮をお願いします。 
 
 
 
 




